
かまでハード・ソフト両面にわたり連続したバ
リアフリー環境の整備を推進する必要がある。
このため、高齢者に配慮したまちづくりを総合
的に推進し、地域全体を面的に整備している。
商店街振興組合等が行う商店街活性化の取組

のうち、商店街の空き店舗を活用して、高齢者交
流拠点としての機能を担うコミュニティ施設を
設置・運営する事業等への支援を行っている。

イ　 公共交通機関のバリアフリー化、歩行空間
の形成、道路交通環境の整備

（ア） バリアフリー法に基づく公共交通機関の
バリアフリー化の推進

公共交通機関のバリアフリー化については、
平成12年11月に施行された「高齢者、身体障害
者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の
促進に関する法律」（平成12年法律第68号）に
基づく取組が行われてきたが、「高齢者、障害者
等の移動等の円滑化の促進に関する法律」（平成
18年法律第91号。以下「バリアフリー法」という。）
においても、公共交通事業者等に対して、鉄道
駅等の旅客施設の新設、大改良及び車両等の新
規導入に際しての移動等円滑化基準への適合を
義務付けている。既設の旅客施設・車両等につ
いても移動等円滑化基準に適合することに努め
なければならないこととしている。

（イ）ガイドライン等の策定
公共交通機関の旅客施設、車両等について、
バリアフリー化の望ましい内容を示し、交通事
業者等がバリアフリー化を進める際の目安とし
てもらうことにより、利用者にとってより望まし
い公共交通機関のバリアフリー化が進むことが
期待される。旅客施設については、平成13年8
月に策定された「公共交通機関旅客施設の移動
円滑化整備ガイドライン」について、バリアフ

さらに、高齢化が急速に進む中で、高齢の単身
者や夫婦のみの世帯が増加しており、介護・医
療と連携して、高齢者を支援するサービスを
提供する住宅を確保することが重要であるとい
う認識の下、バリアフリー構造等を有し、介護・
医療と連携して、高齢者を支援するサービスを
提供する「サービス付き高齢者向け住宅」の登録
制度の創設等を行うことを盛り込んだ「高齢者の
居住の安定確保に関する法律等の一部を改正
する法律案」を平成23年2月に国会へ提出した。

（2） ユニバーサルデザインに配慮したまちづく
りの総合的推進
バリアフリー施策を効果的かつ総合的に推進

するため、平成12年3月、閣議口頭了解により「バ
リアフリーに関する関係閣僚会議」が設置され、
16年6月、同会議は政府が一体となってバリア
フリー化に取り組むための指針として「バリア
フリー化推進要綱」を決定した。しかしながら、
障害の有無、年齢、性別等にかかわらず多様な
人々が利用しやすいよう都市や生活環境をデザ
インする考え方であるユニバーサルデザインの
浸透を踏まえ、20年3月、「バリアフリーに関す
る関係閣僚会議」において、同要綱を改定し、バ
リアフリーとともにユニバーサルデザインを併
せて推進することを明確化し、取組方針として
生活者・利用者の視点に立った施策の展開を明
記した「バリアフリー・ユニバーサルデザイン
推進要綱」を決定した。また、同様の趣旨から、
同じく3月、閣議口頭了解の一部改正によって同
会議を改組し、「バリアフリー・ユニバーサルデ
ザインに関する関係閣僚会議」を設置した。

ア　 高齢者に配慮したまちづくりの総合的推進
高齢者等すべての人が安全・安心に生活し、
社会参加できるよう、自宅から交通機関、まちな
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さらに、歩行空間について、バリアフリー法に
基づく道路の移動等円滑化基準の具体的な考え
方等を解説した「道路の移動等円滑化整備ガイ
ドライン」（平成14年12月策定、20年2月改訂）
を踏まえ、バリアフリー化を実施している。

（ウ） 公共交通機関のバリアフリー化に対する
支援

高齢者の移動等円滑化を図るため、駅・空港
等の公共交通ターミナルのエレベーターの設置
等の高齢者の利用に配慮した施設の整備、ノン
ステップバス等の車両の導入などを推進してい
る（表2－3－22）。
鉄道駅、旅客船ターミナルにおけるエレベー

ター、バリアフリー施設の整備については、補助
を行うとともに、鉄道駅におけるエレベーターの
設置に係る税制上の特例措置を講じている。

リー法及び公共交通移動等円滑化基準の施行を
契機に必要な見直しを行い、19年7月に「公共交
通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガ
イドライン」を策定し、これに基づきバリアフ
リー化を実施している。
車両等については、平成12年12月に策定した

「旅客船バリアフリー～設計マニュアル～」（19
年8月には、必要な見直しを行った「旅客船バリ
アフリーガイドライン」を策定）、13年3月に策定
した「公共交通機関の車両に関するモデルデザ
イン」（19年7月には、必要な見直しを行った「公
共交通機関の車両等に関する移動等円滑化整備
ガイドライン」を策定）、15年3月に策定した「次
世代普及型ノンステップバスの標準仕様」に基
づきそれぞれバリアフリー化を進めている。この
うちノンステップバスについては、16年1月に標
準仕様ノンステップバスの認定制度を創設した。

表2－3－22 高齢者等のための公共交通機関施設整備等の状況

（1）旅客施設のバリアフリー化の状況（注1）

1日当たりの平均利用者数
5,000人以上の旅客施設数

平成21年度末 1日当たりの平均利用者数
5,000人以上かつトイレを
設置している旅客施設数

平成21年度末

段差の解消 視覚障害者
誘導用ブロック 障害者用トイレ

鉄軌道駅 2,808 2,160（76.9%） 2,662（94.8%） 2,691 2,023（75.2%）
バスターミナル 40 35（87.5%） 34（85.0%） 31 15（48.4%）
旅客船ターミナル 7 7（100.0%） 6（85.7%） 7 6（85.7%）
航空旅客ターミナル 21 19（90.5%）

（100.0% 注2）
21（100.0%） 21 21（100.0%）

（注1） バリアフリー法（高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律）に基づく公共交通移動等円滑化基準に適合するものの数字。
なお、1日当たりの平均利用者数が5,000人以上であり高低差5メートル以上の鉄軌道駅において、エレベーターが1基以上設置されている駅
の割合は88.0%、エスカレーターが1基以上設置されている駅の割合は74.0%となっている。

（注2） 航空旅客ターミナルについては、障害者等が利用できるエレベーター・エスカレーター・スロープの設置はすでに平成13年3月末までに
100%達成されている。

（2）車両等のバリアフリー化の状況

車両等の総数
平成21年度末

移動等円滑化基準に
適合している車両等

鉄軌道車両 52,548 24,004（45.7%）
低床バス 59,359 27,177（45.8%）
うちノンステップバス 15,298（25.8%）

旅客船 791 142（18.0%）
航空機 514 361（70.2%）
（注1）「移動等円滑化基準に適合している車両等」は、各車両等に関する公共交通移動等円滑化基準への適合をもって算定。

（3） 福祉タクシーの導入状況
平成21年度末 11,165両

（タクシー車両総数 265,431両）
資料：国土交通省
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通行環境の整備、車道の中央線抹消による車両
の走行速度の抑制対策等を実施した。
さらに、積雪や凍結に対し、鉄道駅周辺や中
心市街地等特に安全で快適な歩行空間の確保が
必要なところにおいて、歩道除雪の充実、消融雪
施設等の冬期バリアフリー対策を実施している。

（オ）道路交通環境の整備
高齢者が安心して自動車を運転し外出できる

よう、ゆとりある道路構造の確保や視環境の向
上、疲労運転の防止等を図るため、生活道路に
おける交通規制の見直し、付加車線の整備、道
路照明の増設、道路標識の高輝度化・大型化、
道路標示の高輝度化、信号灯器のLED 化、「道
の駅」等の簡易パーキングエリア、22年4月に施
行された高齢運転者等専用駐車区間の整備等、
道路交通環境の整備を実施している。また、身
体機能の低下が運転に影響を与えるおそれのあ
る高齢運転者等による駐車を支援するため、道
路標識により指定されている場所では、高齢者
等が運転し、都道府県公安委員会が交付した専
用場所駐車標章を掲示した普通自動車に限り、
駐車又は停車をすることができることとする高
齢運転者等専用駐車区間制度の新設等を内容と
する「道路交通法の一部を改正する法律」（平成
21年法律第21号）が平成21年4月に成立し、同
制度は22年4月に施行された。

（カ）バリアフリーのためのソフト面の取組
国民一人一人がバリアフリーについての理解

を深めるとともに、ボランティアに関する意識を
醸成し、だれもが高齢者等に対し、自然に快くサ
ポートできるよう、高齢者等の介助体験・擬似
体験等を内容とする「バリアフリー教室」の開催
等ソフト面での取組を推進している。高齢者や
障がい者をはじめ、誰もが移動に関する情報を

同様に、ノンステップバス等の車両の導入に
対しては補助及び日本政策金融公庫による融
資、低床型路面電車の車両の導入に対しては補
助を行うとともに、ノンステップバス、リフト付
バス、低床型路面電車、公共交通移動等円滑化
基準に適合する客席数60席以上の航空機の導
入に係る税制上の特例措置を講じている。
そのほか、狭軌の路面電車の超低床を実現す

るため、低床型路面電車（LRT）の狭軌超低床
化に関する技術開発を支援している。

（エ）歩行空間の形成
また、移動はあらゆる生活活動に伴い発生す
る要素であり、また、就労、余暇を支える要素で
ある。したがって、その障壁を取り除き、すべて
の人が安全に安心して暮らせる道路交通環境づ
くりを行うことが重要な課題となっており、信号
機、歩道等の交通安全施設等の整備を推進して
いる。高齢歩行者等の安全を確保するため、①
幅の広い歩道等の整備、②歩道の段差・傾斜・
勾配の改善、③上下移動の負担を軽減するため
のスロープや立体横断施設へのエレベーターの
設置、④歩行者用案内標識の設置、⑤歩行者等
を優先する道路構造の整備、⑥自転車道等の設
置による歩行者と自転車交通の分離、⑦生活道
路における通過交通の進入及び速度の抑制並び
に幹線道路における交通流の円滑化を図るため
の信号機、道路標識、道路構造等の重点的整備、
⑧バリアフリー対応型信号機の整備、⑨歩車分
離式信号の運用、⑩携帯端末を用いて安全な通
行に必要な情報提供及び信号機の青時間の延長
を行う歩行者等支援情報通信システム（PICS）
の整備、⑪信号灯器のLED （発光ダイオード）
化を実施している。
また、「生活道路事故抑止対策マニュアル」を
活用するなどして、路側帯の拡幅による歩行者
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進している。
都市公園については、バリアフリー法に基づ

き、高齢者や障害者を含むすべての人々が快適
に活動できるよう、主要な園路の段差の解消、車
いすでも利用可能な駐車場やトイレの設置など、
公園施設のバリアフリー化を推進している。ま
た、社会資本整備総合交付金等の活用によって、
高齢者をはじめ誰もが安全で安心して利用でき
る都市公園の整備をより一層推進している。

エ　福祉施策との連携
高齢者に配慮したまちづくりを一層効果的に
推進していくため、福祉施策との連携を図りつ
つ、施策を展開している。
大規模な公共賃貸住宅の建替えに際して、社
会福祉施設等の併設を原則化するとともに、公
的賃貸住宅の整備と併せて高齢者の生活を支援
する施設を整備する場合に、国が直接支援して
いるほか、公的賃貸住宅団地等を地域の福祉拠
点として再整備する事業に取り組んでいる。
また、高齢者等が利用する社会福祉施設を中
心市街地等の利用しやすい場所に適正に配置す
るため、市街地再開発事業等において社会福祉
施設等を一体的に整備する場合、助成の上乗せ
を行っている。
農山漁村においては、ほ場整備等による福祉
施設の用地の創出と農園等の整備を推進した。

（3）交通安全の確保と犯罪、災害等からの保護
ア　 交通安全の確保
交通事故死者数のうち、高齢者の占める割合

は半数以上となっており、今後、高齢化が更に進
むことを踏まえると、高齢者の交通安全対策は
重点的に取り組むべき課題である。
高齢者にとって、安全で安心な交通社会の形
成を図るため、「第8次交通安全基本計画」（平成

入手し、積極的に活動できるバリアフリー環境
の構築をソフト施策の面から推進することを目
的に、ICT等を活用した高齢者や障がい者等の
移動制約者に対する歩行者移動支援サービスの
普及・展開や高度化に向け、仕様の標準化や段
差等のバリア情報を含んだ歩行空間ネットワー
クデータの整備促進等、移動支援に必要な環境
整備を実施している。また、これらの歩行者移動
支援施策を一層推進するため、外部有識者を含
めた勉強会を開催し、検討を行った。

ウ　建築物・公共施設等の改善
バリアフリー法に基づき、高齢者等が円滑に移
動等できる建築物の建築を促進するため、不特定
多数の者又は主に高齢者等が利用する建築物の
一定の新築・増改築・用途変更の際に建築主に
基準への適合義務を課すことにより、建築物のバ
リアフリー化を推進している（図2－3－23）。
また、優良な建築計画については所管行政庁
が認定をすることができ、これにより認定を受
けた一定の建築物については、助成制度、税制
上の特例等の支援措置を講じ、整備の促進を
図っている（図2－3－24）。
さらに、ユニバーサルデザイン等の観点から
配慮が望ましい事項の紹介（乳幼児連れの人へ
の対応、災害時の避難安全確保の在り方、便所
におけるオストメイト（人工肛門保持者等）対応
の在り方、ホテル客室内のきめ細やかな対応の
在り方等）や優れたバリアフリー対応建築物の
具体例の紹介を加えた建築設計標準の普及を推
進している。
窓口業務を行う官署が入居する官庁施設につ
いて、高齢者等すべての人が円滑かつ快適に施
設を利用できるよう、窓口業務を行う事務室の
出入口の自動ドア化、多機能トイレの設置等に
よる高度なバリアフリー化を目指した整備を推
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